


※結果分析（○できている　●できていない）

〈学力調査〉

〈学習状況調査〉

※学校としての対応・目標

様式

平成３０年度　全国学力・学習状況調査から 美作市立土居小学校

【国語Ａ】

○漢字の読み書きは，正答率が８０％を超えています。

○目的に応じて必要な情報を捉えたり，登場人物の心情について捉えたり

することが，９０％できていて，安定した力をつけています。

●自分の想像したことを物語に表現するために，文章全体の構成の効果

を考えることについて，３０％が誤答でした。

●主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書くことについて，７０％

が誤答でした。

【国語Ｂ】

○目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしなが

ら読むについては，９０％の正答率でした。

●話し合いの参加者として，質問の意図を考えることについて，４０％が誤

答でした。

●目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読むについては，７０％の

児童が誤答でした。どのようなことが知りたいのかつかむことができません

でした。

【算数Ａ】

○示された表現方法を基に，空間にあるものの位置を表現することができ

るについては，１００％の正答率でした。

●円周率を求める式については，９０％が誤答でした。

●小数の除法について式を立てるについては，８０％が誤答でした。

【算数Ｂ】

○集まった角の大きさの和が３６０°になっていることについて，

６０％の正答率でした。

●棒グラフと帯グラフの特徴をとらえ，数値を読み取ることは，９

０％が誤答でした。

○自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがある経験は，１００％です。

○１日に読書をする時間が３０分以上は約５７％で，昨年度と比べ読書をするようになりました。

○住んでいる地域の行事に参加しているのは８０％と，よく参加しています。

○理科の授業では，観察や実験をよく行っていて，自分の予想をもとに計画を立てたり，結果から何が分かったことを考えたりすることが，よく

できています。

●家庭学習を計画立ててしている児童が７０％ですが，家庭学習の時間が１時間以上の児童が５０％と少ないです。

●学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思う児童が，まだ少ないです。

・「土居小タイム」を毎日設け，その中で国語や算数の学習内容の定着に取り組みます。５・６年は，割合や文章題の学習

を中心に行います。４年は，個別学習や文章題の学習を行います。１～３年生は，３０分間の読書や，補充学習に取り組

みます。

・「土居っ子漢字検定」を全校で毎学期末ごとに実施し，学習した漢字の定着を図ります。

・日々の指導では，「めあてづくり・自分の考えを書く時間の確保・ペア学習やグループ学習での考えの交流，全体交流で

の練り上げ，学習のまとめ，ふり返り」の形態で進めます。特に，自分の考えを，相手にわかりやすく伝えるための発表の

仕方を定着させます。

・水曜日の，「ロングの土居小タイム」を利用して，長文問題に取り組ませ，説明の仕方，まとめ方の指導をします。

・「家庭学習の手引き」，「家庭学習がんばりカード」を活用して，家庭学習の時間の確保・充実を図ります。

・美作市統一連絡帳を活用し，毎日の学習時間・就寝時刻・朝のあいさつを記録し，お家で見ていただきます。

・全校で取り組んでいる，自主学習ノート「ぐんぐんノート」を週末の宿題として充実させ，がんばっているノートは，紹介し

ていきます。自分で工夫して学習する力も伸ばしていくように工夫しています。

以上のような学校の指導意図をご理解いただき、ご家庭でもご協力いただきますよう，

よろしくお願いいたします。

【理科】

○物を水に溶かしても，全体の重さは変わらないことについて，６０％の正答率でした。

○調べた結果について考察する際に，問題に対応した視点で分析できることは，９０％の正答率でした。

●実験結果から言えることだけに言及した内容について記述することについて，７５％の誤答でした。

●電流の流れ方について，自分の考えと異なる他者の予想を基に，結果を見通すことが６０％の誤答でした。


